
プロイセン一般ラント法第二部第二〇章(刑法)
試訳(二)

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2015-07-07

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 足立, 昌勝

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00008951URL



プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
二
部
第
二
〇
章
（
刑
法
）
試
訳
（
二
）

足

立

農

勝

プロイセンー般ラント法第二部第二〇章（刑法）試訳（二）

一、

v
ロ
イ
セ
ン
刑
法
史
研
究
の
意
義
と
課
題

二
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
ご
部
第
ご
○
章
（
試
訳
）

　
第
二
〇
章
　
犯
罪
と
刑
罰
に
つ
い
て

第第第第第第第第第第第第第第
四三二＿〇九八七六五四薦二一
節節節節節節節節節節節節部節

犯
罪
お
よ
び
刑
罰
一
般
に
つ
い
て

国
事
犯
一
般
に
つ
い
て
、
特
に
内
乱
罪
に
つ
い
て

国
め
外
部
的
安
全
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て
（
以
上
第
五
一
号
）

国
の
内
部
的
平
穏
お
よ
び
安
全
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て

国
に
対
す
る
畏
敬
の
侵
害
に
つ
い
て

宗
教
社
会
の
侮
辱
に
つ
い
て

国
の
保
留
さ
れ
た
権
利
の
潜
称
お
よ
び
侵
害
に
つ
い
て
（
以
上
本
号
）

国
の
雇
い
入
の
犯
罪
に
つ
い
て

私
的
犯
罪
に
つ
い
て

名
誉
の
侮
辱
に
つ
い
て

身
体
的
侵
害
に
つ
い
て

性
的
犯
罪
に
つ
い
て

自
由
の
侵
害
に
つ
い
て

財
産
一
般
の
殿
損
に
つ
い
て
、
特
に
窃
盗
に
つ
い
て
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窮第第

七六五
部部節
可
罰
的
私
利
及
び
詐
欺
に
よ
る
財
産
の
殿
損
に
つ
い
て

報
復
、
悪
意
お
よ
び
悪
ふ
ざ
け
に
よ
る
財
産
の
殿
損
に
つ
い
て

公
共
の
危
険
を
と
も
な
う
殿
損
に
つ
い
て

第
四
節
　
團
の
内
部
的
平
穏
お
よ
び
安
全
に
対
す
る
罪
に
つ
い
て

｝
般
原
則

　
第
一
四
九
条
犯
罪
が
そ
の
も
の
と
し
て
公
共
の
平
穏
、

罰
は
、
常
に
加
重
さ
れ
る
。

安
全
お
よ
び
秩
序
を
乱
す
事
情
の
下
で
行
わ
れ
た
と
き
は
、
そ
れ
に
科
す
る
刑

一一 P6－一

（
一
）
　
法
律
の
公
布
の
妨
害

　
第
一
五
〇
条
　
法
律
ま
た
は
地
方
警
察
条
例
の
公
布
を
、
そ
れ
を
引
き
裂
き
、
塗
り
潰
し
ま
た
は
そ
の
他
の
方
法
で
、

こ
と
を
試
み
た
者
は
、
三
月
以
上
一
八
月
以
下
の
禁
鋼
刑
ま
た
は
懲
役
刑
に
耐
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

故
意
に
妨
害
す
る

（
二
）
　
政
府
に
対
す
る
不
快
の
慧
起

第
一
五
一
条
　
国
内
で
ラ
ン
ト
法
お
よ
び
規
則
を
傲
慢
不
遜
に
非
難
ま
た
は
嘲
笑
す
る
こ
と
に
よ
り
、
政
府
に
対
す
る
市
民
の
不
快
お
よ



プロイセンー一般ラント法第二部第ご○章（刑法）試訳（二）

び
不
満
を
惹
起
し
た
者
は
、
六
月
以
上
二
年
以
下
の
禁
鋼
又
は
要
塞
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。

　
第
｝
五
二
条
　
前
条
の
行
為
を
行
う
者
が
信
頼
さ
れ
て
い
る
程
度
に
し
た
が
い
、
そ
の
者
は
厳
格
に
処
罰
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
・

　
第
一
五
三
条
　
第
一
五
一
条
の
中
傷
文
書
の
販
売
お
よ
び
頒
布
は
、
重
み
の
あ
る
罰
金
ま
た
は
身
体
刑
で
禁
止
さ
れ
、
発
見
さ
れ
た
文
書

の
在
庫
の
す
べ
て
は
廃
棄
さ
れ
ま
た
は
事
情
に
応
じ
て
公
開
で
焼
却
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
・
｝
五
四
条
　
そ
の
よ
う
な
扇
動
的
文
書
の
印
捌
者
、
発
行
者
、
盗
作
者
お
よ
び
配
布
者
は
、
市
民
権
お
よ
び
営
業
の
喪
失
の
ほ
か
・
自

己
の
責
任
お
よ
び
主
た
る
犯
罪
の
大
き
さ
に
相
応
し
た
刑
罰
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

　
第
一
五
五
条
　
文
書
に
関
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
絵
画
、
銅
版
爾
そ
の
他
許
さ
れ
な
い
意
図
で
考
・
案
さ
れ
公
表
さ
れ
た
感
覚
的

表
現
物
に
関
し
て
妥
当
す
る
。

　
第
｝
五
六
条
　
国
内
で
、
法
律
お
よ
び
命
令
に
対
す
る
疑
問
、
異
論
お
よ
び
疑
念
な
ら
び
に
欠
陥
お
よ
び
改
正
に
関
す
る
所
感
お
よ
び
提

案
を
、
国
の
元
首
ま
た
は
各
庁
の
長
窟
に
通
告
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
者
に
と
っ
て
自
由
で
あ
る
。
長
官
は
、
そ
の
通
告
を
必
要
な
注
意

で
も
っ
て
審
査
す
る
義
務
を
有
す
る
。

　
（
三
）
　
不
法
な
自
力
救
済
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第
　
五
七
条
　
官
憲
の
見
過
し
で
も
っ
て
、
法
律
の
特
別
な
許
可
な
し
に
、
自
分
自
身
で
権
利
を
創
造
せ
ん
と
す
る
者
は
、
人
ま
た
は
物

に
対
し
て
暴
力
を
行
使
し
な
い
と
き
は
、
科
料
ま
た
は
民
事
拘
禁
で
罰
せ
ら
れ
、
そ
の
他
の
と
き
に
は
、
行
使
さ
れ
た
暴
力
に
比
例
し
て
、

二
月
以
上
六
月
以
下
の
禁
鋼
鋼
、
要
塞
刑
な
い
し
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
五
八
条
　
す
で
に
行
わ
れ
た
宮
憲
の
決
定
に
違
反
し
て
同
様
の
自
力
救
済
を
行
う
者
は
、
暴
力
を
行
使
し
な
い
と
き
は
、
六
週
以
上

六
月
以
下
の
要
塞
刑
な
い
し
拘
留
刑
、
暴
力
を
行
使
し
た
と
き
は
、
六
月
以
上
二
年
以
下
の
要
塞
刑
な
い
し
懲
役
刑
で
罰
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
第
一
五
九
条
　
自
力
救
済
を
行
う
と
き
に
、
重
い
刑
罰
が
予
告
さ
れ
て
い
る
他
の
犯
罪
を
行
っ
た
と
き
は
、

家
の
侮
辱
に
よ
り
、
常
に
加
重
さ
れ
る
。

そ
の
犯
罪
は
、
附
加
的
な
国

一18－一

　
第
｝
六
〇
条
　
　
（
a
）
国
の
臣
民
が
官
憲
に
よ
っ
て
公
的
に
届
出
を
特
に
要
請
さ
れ
て
い
る
者
を
、
意
識
的
に
隠
匿
し
ま
た
は
そ
の
逃
亡

を
助
成
す
る
者
は
、
一
四
日
以
上
三
月
以
下
の
禁
銅
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。

（
四
）
脱
　
　
獄

　
第
一
六
〇
条
　
　
（
b
）
　
拘
禁
的
に
収
容
さ
れ
た
者
を
策
略
で
官
憲
か
ら
奪
取
し
ま
た
は
そ
の
逃
亡
を
助
成
す
る
者
は
、
四
週
以
上
六
月

以
下
の
禁
鋼
刑
で
罰
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
六
｝
条
　
被
収
容
者
を
暴
力
で
解
放
す
る
者
は
、
惹
起
さ
れ
た
損
害
に
値
す
る
懲
罰
の
他
に
、
被
解
放
者
の
行
っ
た
犯
罪
お
よ
び
用

い
ら
れ
た
暴
力
に
比
例
し
て
、
一
年
以
上
六
年
以
下
の
懲
役
刑
ま
た
は
要
塞
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。

　
第
一
六
二
条
　
被
収
容
者
が
現
実
に
自
由
に
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
拘
禁
が
破
壊
さ
れ
た
だ
け
で
刑
罰
は
、
こ
れ
を
執
行
す
る
。

　
第
　
六
三
条
　
内
乱
罪
も
し
く
は
第
一
級
反
逆
罪
の
被
収
容
者
の
解
放
を
そ
の
よ
う
に
（
第
一
六
〇
条
（
b
）
、
第
一
六
一
条
）
行
う
者

は
、
斬
首
刑
、
第
一
六
〇
条
（
a
）
の
と
き
に
は
、
六
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
要
塞
刑
ま
た
は
懲
役
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。

　
第
一
六
四
条
　
解
放
ま
た
は
逃
亡
援
助
を
行
う
に
際
し
て
、
内
乱
罪
ま
た
は
反
逆
罪
の
意
図
が
根
拠
を
な
す
と
き
は
、
行
為
者
自
身
は
、

内
乱
罪
ま
た
は
反
逆
罪
の
共
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。

　
第
噌
六
五
条
　
被
収
容
者
の
暴
力
的
解
放
が
数
人
の
者
の
徒
党
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
き
は
、
行
為
自
体
に
よ
っ
て
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
の

他
に
、
騒
擾
罪
の
刑
罰
が
行
わ
れ
る
。

　
（
五
）
　
官
憲
へ
の
抵
抗

　
第
一
六
六
条
　
職
務
を
執
行
中
の
宮
憲
ま
た
は
命
令
の
執
行
中
の
代
理
人
に
暴
力
的
に
抵
抗
す
る
者
は
、
抵
抗
の
性
質
お
よ
び
使
用
さ
れ

た
暴
力
に
よ
っ
て
、
二
月
以
上
二
年
以
下
の
禁
鋼
刑
、
懲
役
刑
ま
た
は
要
塞
刑
で
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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（
六
）
　
騒
　
　
擾

　
第
一
六
七
条
　
民
衆
の
一
部
ま
た
は
都
市
な
い
し
村
落
自
治
体
の
構
成
員
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
、

カ
で
反
抗
し
ま
た
は
宮
憲
に
何
か
を
強
制
す
る
た
め
に
、
集
合
さ
せ
る
者
は
、
騒
擾
罪
の
責
を
負
う
。

　
第
一
六
八
条
　
騒
擾
罪
を
惹
起
す
る
者
は
、

下
の
懲
役
刑
ま
た
は
要
塞
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。

官
憲
の
処
分
の
執
行
に
合
同
し
た
暴

現
実
に
暴
力
が
行
わ
れ
ず
、
何
ら
の
損
害
が
起
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
一
年
以
上
四
年
以

　
第
一
六
九
条
　
そ
の
よ
う
な
騒
乱
に
お
い
て
、
暴
力
が
行
使
さ
れ
、
入
の
身
体
ま
た
は
財
産
が
殿
損
さ
れ
た
と
き
は
、
行
為
者
は
、
犯
罪

の
情
況
に
応
じ
て
罰
せ
ら
れ
、
首
謀
者
は
、
三
年
以
上
六
年
以
下
の
間
、
要
塞
ま
た
は
懲
役
場
に
収
容
さ
れ
、
収
容
の
際
に
、
免
罪
と
し
て
、

裁
判
官
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
回
数
の
鞭
打
（
歓
迎
と
別
離
）
で
懲
戒
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一一 Q0一

　
第
一
七
〇
条
　
そ
の
よ
う
な
騒
乱
に
お
い
て
殺
害
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
行
為
者
自
身
は
、

首
謀
者
は
、
一
〇
年
の
要
塞
刑
ま
た
は
懲
役
刑
お
よ
び
同
様
の
身
体
的
懲
戒
を
科
せ
ら
れ
る
。

故
殺
者
ま
た
は
謀
殺
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
、

　
第
一
七
一
条
　
騒
乱
に
お
い
て
起
っ
た
殺
害
に
関
し
て
、
翼
正
な
行
為
者
が
発
見
し
え
な
い
と
き
は
、
殺
人
が
行
わ
れ
た
と
き
に
行
わ
れ

た
場
所
の
近
く
に
存
在
し
、
そ
の
殺
人
が
行
わ
れ
え
た
器
具
を
所
持
し
て
い
た
騒
乱
参
加
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
者
に
向
け
ら
れ
た
嫌
疑
に

比
例
し
て
、
四
年
以
上
一
〇
年
以
下
の
要
塞
刑
ま
た
は
懲
役
刑
が
行
わ
れ
、
首
謀
者
に
対
し
て
は
、
一
〇
年
以
上
終
身
の
要
塞
刑
ま
た
は
懲

役
刑
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
七
二
条
　
殺
人
を
行
う
意
図
で
騒
乱
を
惹
起
し
た
と
き
は
、
暴
徒
は
、
第
八
三
九
条
以
下
で
定
め
ら
れ
た
よ
り
重
い
刑
罰
を
科
せ
ら

れ
る
。

　
第
一
七
三
条
　
騒
乱
鎮
圧
に
派
遣
さ
れ
た
官
憲
の
者
も
し
く
は
警
備
隊
が
暴
力
的
に
扱
わ
れ
ま
た
は
宗
全
に
生
命
を
奪
わ
れ
た
と
き
は
、

首
謀
者
お
よ
び
行
為
者
は
、
結
果
の
状
況
に
し
た
が
い
、
加
重
し
た
身
体
ま
た
は
生
命
刑
で
処
罰
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
騒
擾
関
与

　
第
一
七
四
条
　
職
務
で
は
な
し
に
、
致
命
的
武
器
ま
た
は
同
等
に
有
害
な
道
具
を
も
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
騒
乱
に
紛
れ
込
む
者
は
、
暴
力

を
行
使
し
な
い
と
し
て
も
、
六
月
以
上
一
年
以
下
の
要
塞
刑
ま
た
は
懲
役
刑
に
処
す
る
。

　
第
一
七
五
条
　
騒
擾
者
に
武
器
そ
の
他
非
行
の
道
具
を
与
え
ま
た
は
そ
の
者
の
有
害
な
意
思
を
言
語
、
文
書
そ
の
他
の
方
法
で
助
成
す
る

者
は
、
一
年
以
上
こ
年
以
下
の
要
塞
刑
ま
た
は
懲
役
刑
で
処
罰
さ
れ
る
。

　
第
一
七
六
条
　
頑
固
な
好
訴
家
を
違
法
な
請
願
な
い
し
訴
願
に
関
し
て
助
言
お
よ
び
行
為
で
支
持
し
ま
た
は
強
化
す
る
秘
密
顧
問
ま
た
は

無
権
文
筆
家
は
、
無
益
で
あ
っ
た
警
告
に
し
た
が
い
、
三
月
以
上
六
月
以
下
の
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
第
一
七
七
条
　
こ
の
犯
罪
の
責
を
負
う
司
法
委
員
そ
の
他
の
裁
判
所
職
員
は
、
第
一
七
六
条
に
規
定
さ
れ
た
刑
罰
の
他
に
、
免
窟
さ
せ
ら

一21一



れ
る
。

　
第
一
七
八
条
　
騒
擾
ま
た
は
抵
抗
に
対
し
て
必
要
な
援
助
を
官
憲
に
拒
絶
す
る
者
は
、

と
き
は
、
比
例
し
た
罰
金
刑
ま
た
は
禁
鋼
刑
に
処
す
る
。

自
己
へ
の
危
険
な
し
で
そ
の
こ
と
が
可
能
で
あ
る

　
第
一
七
九
条
　
特
別
な
宮
吏
な
い
し
職
業
義
務
に
よ
り
そ
の
援
助
遂
行
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
者
は
、
そ
の
義
務
を
回
避
す
る
と
き
は
、

職
務
の
喪
失
の
他
三
月
以
上
一
年
以
下
の
懲
役
刑
ま
た
は
懲
役
刑
に
処
す
る
。

予
防
手
段

　
第
一
八
〇
条
　
す
べ
て
の
官
憲
の
者
、
と
り
わ
け
市
庁
、
裁
判
所
そ
の
他
コ
レ
ジ
オ
の
長
は
、

個
人
的
に
聴
取
し
、
根
拠
あ
る
訴
願
の
即
時
の
調
査
お
よ
び
解
消
に
配
慮
す
る
義
務
が
あ
る
。

　
第
一
八
一
条
異
例
な
時
間
お
よ
び
場
所
に
お
け
る
民
衆
の
集
合
、

憲
の
厳
格
な
手
段
で
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
職
務
の
機
会
に
出
頭
し
て
く
る
者
を
、

と
り
わ
け
一
定
の
地
域
の
住
民
の
夜
間
の
熱
狂
お
よ
び
動
揺
は
、
宮

　
第
一
八
二
条
　
前
条
の
教
唆
者
お
よ
び
差
し
向
け
ら
れ
て
い
な
い
関
与
者
は
、

し
た
罰
金
刑
な
い
し
そ
の
他
の
身
体
刑
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

八
日
以
上
六
週
以
下
の
公
共
刑
務
所
の
拘
留
ま
た
は
比
例
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第
一
八
三
条
街
路
そ
の
他
で
動
揺
を
惹
起
し
ま
た
は
粗
野
な
不
道
徳
を
行
う
不
良
少
年
は
、
比
例
し
た
禁
鋼
、
身
体
懲
罰
ま
た
は
懲
役

刑
で
罰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
八
四
条
　
国
の
す
べ
て
の
団
体
の
構
成
員
は
、
そ
の
集
会
の
対
象
お
よ
び
目
的
を
要
求
に
応
じ
て
宮
憲
に
明
ら
か
に
す
る
義
務
を
有

す
る
。

　
第
一
八
五
条
　
国
の
多
く
の
構
成
員
の
秘
密
結
社
は
、
国
自
身
お
よ
び
そ
の
安
全
に
影
響
を
与
え
う
る
と
き
は
、
重
い
罰
金
刑
ま
た
は
身

体
刑
を
回
避
す
る
た
め
に
、
構
成
員
か
ら
審
査
お
よ
び
承
認
の
た
め
に
官
憲
に
申
告
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
八
六
条
　
警
察
官
憲
の
明
示
の
許
可
な
し
に
、
レ
ド
ゥ
ー
テ
、
公
的
仮
装
そ
の
他
同
様
の
公
的
遊
興
は
開
催
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
・

　
第
一
八
七
条
　
官
憲
は
、
許
可
を
与
え
る
と
き
は
、
同
時
に
、
自
己
の
代
理
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
の
必
要
な
監

視
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
八
八
条
　
そ
の
遊
興
の
興
行
者
が
宮
憲
の
許
可
お
よ
び
保
護
を
申
し
出
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
そ
の
際
に
起
っ
た
す
べ
て

の
混
乱
ま
た
は
犯
罪
の
故
に
、
そ
れ
へ
の
能
動
的
援
助
を
行
っ
た
者
と
同
様
に
罰
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
七
【
条
）
。

　
第
｝
八
九
条
　
興
行
者
が
、
現
に
生
じ
た
混
乱
の
と
き
に
、
そ
の
収
拾
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
適
時
に
要
求
し
な
い
と
き
は
、
同
時
に

第
】
八
六
条
に
規
定
さ
れ
た
富
憲
へ
の
申
告
を
怠
っ
た
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
様
な
こ
と
が
行
わ
れ
る
。
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第
一
九
〇
条
　
飲
食
店
そ
の
他
一
般
民
衆
の
集
会
場
所
で
の
酒
盛
に
お
い
て
も
、
官
憲
は
、
警
察
を
通
じ
て
、
混
乱
が
起
ら
な
い
こ
と
を

警
戒
し
、
集
会
が
警
漿
規
則
で
定
め
ら
れ
た
蒔
を
超
え
て
継
続
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
第
一
九
一
条
　
ど
こ
に
も
定
ま
っ
た
住
居
を
有
せ
ず
、
何
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
確
固
と
し
て
証
明
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
外
国
人
放
浪
者
は
、
従
来
の
生
活
過
程
の
調
査
の
際
に
、
境
界
を
こ
え
て
も
た
ら
さ
れ
た
行
っ
た
犯
罪
の
申
告
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
と

き
は
、
帰
慰
7
8
は
、
要
塞
刑
の
場
合
に
は
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
九
二
条
　
そ
の
者
が
再
び
現
わ
れ
る
時
は
、
二
年
の
要
塞
刑
を
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
一
九
三
条
　
刑
罰
執
行
の
後
に
、
そ
の
者
は
、
再
び
境
界
を
超
え
て
追
放
さ
れ
る
。
そ
の
者
に
は
、
再
度
の
帰
還
の
と
き
に
は
、
終
身

要
塞
刑
が
告
知
さ
れ
る
。

　
第
一
九
四
条
　
こ
の
刑
罰
は
、
そ
の
者
が
放
浪
者
と
し
て
三
た
び
当
ラ
ン
ト
に
立
ち
入
る
と
き
に
は
、
実
際
に
そ
の
者
に
執
行
さ
れ
る
。

　
第
一
九
五
条
　
前
述
の
予
告
お
よ
び
刑
罰
（
第
一
九
一
条
i
一
九
四
条
）
は
、
外
国
人
の
放
浪
者
が
当
ラ
ン
ト
で
犯
罪
を
行
い
、
宣
告

さ
れ
た
定
期
の
禁
鋼
刑
、
懲
役
刑
ま
た
は
要
塞
刑
を
執
行
さ
れ
た
と
き
で
も
、
行
わ
れ
る
。

　
　
第
五
章
　
国
に
対
す
る
畏
敬
の
侵
害
に
つ
い
て
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不
敬
　
罪

　
第
一
九
六
条
　
国
の
元
首
を
、
そ
の
尊
厳
に
お
い
て
個
人
的
に
侮
辱
す
る
者
は
、
そ
の
と
き
に
内
乱
ま
た
は
反
逆
の
意
図
が
明
ら
か
で
な

い
と
し
て
も
、
不
敬
罪
を
犯
し
た
も
の
と
す
る
。

　
（
網
）
　
領
主
に
対
す
る
も
の

　
第
一
九
七
条
　
こ
の
種
の
暴
力
的
侮
辱
は
、
君
主
の
生
命
ま
た
は
自
由
を
危
険
に
し
な
い
と
し
て
も
、
斬
首
刑
を
こ
う
む
る
。

　
第
一
九
八
条
比
較
的
重
要
で
な
い
違
反
ま
た
は
付
加
的
軽
減
事
由
の
と
き
は
、
死
澗
は
、
こ
れ
を
終
身
ま
た
は
六
年
以
上
一
〇
年
以
下

の
要
塞
刑
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
九
九
条
　
言
語
、
文
書
そ
の
他
感
覚
的
表
現
で
も
っ
て
、
国
の
元
首
の
名
誉
殿
損
的
中
傷
に
よ
っ
て
不
敬
罪
の
責
を
負
う
者
は
、
二

年
以
上
四
年
以
下
の
懲
役
刑
ま
た
は
要
塞
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。

　
第
二
〇
〇
条
　
そ
の
他
人
格
と
行
為
に
関
し
て
領
主
に
対
す
る
畏
敬
を
侵
害
す
る
悪
意
の
表
現
は
、
六
月
以
上
一
年
以
下
の
禁
鋸
刑
ま
た

は
要
塞
刑
で
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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第
二
〇
一
条
　
不
敬
罪
（
第
一
九
七
条
i
第
二
〇
〇
条
）
に
対
し
て
起
草
さ
れ
た
刑
の
宣
告
は
、
特
に
領
主
に
提
出
し
、
そ
の
こ
と
で
、

領
主
は
、
ど
の
程
度
ま
で
恩
赦
権
を
使
用
す
る
つ
も
り
か
に
つ
い
て
、
秘
密
に
調
節
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
〇
二
条
　
捜
査
に
お
い
て
、
不
敬
罪
が
狂
気
お
よ
び
理
解
力
の
錯
乱
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
き
は
、
行
為
者

は
、
公
的
施
設
に
収
容
さ
れ
、
開
放
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
は
、
釈
放
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
二
）
　
領
主
の
家
族
に
対
す
る
も
の

　
第
二
〇
三
条
　
女
王
、
皇
太
子
そ
の
他
王
族
の
構
成
員
の
人
格
を
暴
力
的
に
侮
辱
す
る
者
は
、
事
情
お
よ
び
侮
辱
の
重
さ
に
し
た
が
い
、

四
年
、
六
年
以
上
一
〇
年
以
下
ま
た
は
終
身
の
懲
役
刑
ま
た
は
要
塞
刑
を
科
せ
ら
れ
る
。

　
第
二
〇
四
条
　
前
条
の
刑
罰
は
、
悪
意
の
公
表
さ
れ
た
程
度
の
状
態
に
し
た
が
っ
て
加
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
〇
三
条
　
こ
の
種
の
言
語
に
よ
る
侮
辱
は
、
一
年
以
上
二
年
以
下
の
懲
役
刑
ま
た
は
要
塞
刑
を
予
定
す
る
。

　
第
二
〇
六
条
　
こ
れ
ら
の
場
合
（
第
二
〇
三
条
、
第
二
〇
四
条
、
第
三
〇
五
条
）
に
も
、
第
二
〇
二
条
の
規
定
は
適
用
す
る
。

　
（
三
）
　
職
務
中
の
国
の
雇
員
に
魁
す
る
も
の
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第
こ
〇
七
条
　
職
務
を
執
行
中
の
国
の
第
｝
級
の
雇
員
を
雷
語
ま
た
は
暴
力
で
侮
辱
す
る
者
に
対
し
て
は
、
侮
辱
自
体
に
科
せ
ら
れ
る
禁

鋼
刑
、
懲
役
刑
ま
た
は
要
塞
刑
は
、
同
時
に
侵
害
さ
れ
る
国
に
対
す
る
畏
敬
を
考
慮
し
て
、
倍
加
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
〇
八
条
　
侮
辱
が
職
務
を
執
行
中
の
ラ
ン
ト
評
議
会
の
構
成
員
、
そ
の
他
の
国
の
雇
員
お
よ
び
官
憲
の
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
と
き

は
、
侮
辱
自
体
に
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
の
期
間
は
、
半
分
だ
け
延
長
さ
れ
る
。

　
第
二
〇
九
条
　
職
務
に
あ
る
国
の
下
級
雇
員
が
侮
辱
さ
れ
る
と
き
は
、
期
聞
の
三
分
の
一
の
延
長
が
行
わ
れ
る
。

　
国
ま
た
は
公
衆
に
対
す
る
畏
敬
の
そ
の
他
の
侵
害

　
第
一
＝
○
条
　
官
憲
に
よ
っ
て
掲
示
さ
れ
た
勅
令
、
命
令
お
よ
び
公
的
告
示
を
気
ま
ぐ
れ
か
ら
引
き
裂
き
、
殿
損
し
そ
の
他
侮
辱
的
に
行

為
す
る
者
は
、
行
わ
れ
た
気
ま
ぐ
れ
、
年
令
、
身
分
お
よ
び
財
産
の
状
態
に
し
た
が
い
、
身
体
懲
罰
、
刑
事
労
働
、
四
週
以
上
一
年
以
下
の

禁
鋼
刑
ま
た
は
比
例
し
た
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
＝
条
　
同
様
の
刑
罰
は
、
公
的
記
念
碑
、
彫
像
、
城
門
、
里
程
標
、
警
告
板
、
散
歩
道
そ
の
他
公
衆
の
使
用
に
指
定
さ
れ
た
製
作

物
お
よ
び
建
造
物
を
奇
形
に
し
ま
た
は
鍛
損
す
る
者
に
対
し
て
行
わ
れ
る
。

　
第
一
＝
二
条
　
同
時
に
国
に
果
す
べ
き
畏
敬
の
侵
害
が
行
わ
れ
た
と
き
は
、
す
べ
て
の
通
常
の
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
は
加
重
さ
れ
る
。
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第
二
＝
二
条
　
犯
罪
が
領
主
の
首
都
に
定
め
ら
れ
た
城
、
建
造
物
そ
の
他
の
管
区
で
行
わ
れ
た
と
き
は
、
前
条
は
特
に
適
用
さ
れ
る
。

第
六
節
宗
教
社
会
の
侮
辱
に
つ
い
て

原
　
　
則

　
第
二
一
四
条
　
国
内
で
受
容
さ
れ
た
宗
教
社
会
を
公
的
演
説
ま
た
は
文
書
で
の
冒
漉
ま
た
は
不
名
誉
な
行
為
お
よ
び
態
度
に
よ
っ
て
侮
辱

す
る
者
は
、
四
週
以
上
六
月
以
下
の
比
例
し
た
禁
鋼
刑
ま
た
は
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
的
礼
拝
の
破
壊

　
第
脚
＝
五
条
　
公
的
礼
拝
を
破
壊
し
、
ま
た
は
祭
典
を
行
っ
て
い
る
教
区
民
ま
た
は
そ
の
職
務
を
行
っ
て
い
る
講
師
を
言
語
ま
た
は
暴
力

で
攻
撃
す
る
者
は
、
三
月
以
上
一
八
月
以
下
の
期
聞
、
懲
役
場
ま
た
は
要
塞
に
収
容
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
一
六
条
　
単
に
耐
え
忍
ん
だ
教
区
民
に
対
し
て
そ
の
よ
う
な
非
行
の
責
任
が
あ
る
者
に
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
六
週
以
上
六
月

以
下
の
禁
鋼
刑
ま
た
は
懲
役
刑
が
科
せ
ら
れ
る
。

　
第
二
一
七
条
　
公
的
に
排
斥
さ
れ
た
粗
野
な
神
の
冒
渡
に
よ
っ
て
一
般
的
憤
激
の
原
因
を
与
え
る
者
は
、
二
月
以
上
六
月
以
下
の
期
聞
、

監
獄
に
収
容
さ
れ
、
そ
こ
で
義
務
お
よ
び
犯
罪
の
大
き
さ
に
つ
い
て
教
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
…
二
八
条
　
す
で
に
処
罰
さ
れ
た
犯
罪
者
が
同
様
な
違
反
を
繰
り
返
す
と
き
は
、
以
前
に
宣
告
さ
れ
た
刑
罰
は
倍
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
第
二
一
九
条
刑
罰
執
行
の
後
、
そ
の
者
に
、
宗
派
の
講
師
は
、
教
区
長
の
出
席
の
下
で
、
違
反
の
大
き
さ
を
再
び
戒
め
、
そ
の
者
は
、

そ
の
長
の
人
格
に
お
い
て
、
教
区
民
に
現
わ
れ
た
憤
激
の
ゆ
く
え
に
謝
罪
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
宗
教
の
ペ
テ
ン
へ
の
濫
用

　
第
二
三
〇
条
　
そ
の
他
の
場
合
に
は
障
害
の
な
い
悟
性
の
使
用
の
場
合
に
、
一
定
の
宗
教
行
為
ま
た
は
礼
拝
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
物
件

を
憶
測
の
魔
術
、
妖
力
、
死
者
の
召
喚
、
埋
蔵
物
の
掘
り
起
し
そ
の
他
同
様
な
迷
信
的
な
ペ
テ
ン
に
濫
用
す
る
者
は
、
一
度
目
は
よ
り
よ
き

悟
性
に
教
化
さ
れ
、
繰
返
し
の
場
合
は
四
週
以
上
八
週
以
下
の
禁
鋸
刑
ま
た
は
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
三
一
条
　
そ
の
よ
う
な
ペ
テ
ン
が
詐
欺
的
方
法
で
ま
た
は
そ
れ
に
よ
っ
て
副
次
的
意
図
を
達
成
す
る
た
め
に
企
図
さ
れ
た
と
き
は
、

行
為
者
に
対
し
て
は
、
詐
欺
ま
た
は
窃
盗
自
体
で
処
罰
さ
れ
る
他
、
六
月
以
上
二
年
以
下
の
要
塞
刑
ま
た
は
懲
役
刑
が
行
わ
れ
る
。

　
第
二
二
二
条
　
キ
リ
ス
ト
教
徒
ま
た
は
他
の
教
会
雇
い
入
が
同
様
な
迷
信
的
ま
た
は
詐
欺
的
行
為
を
企
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
憤
激
を
起
し

た
と
き
は
、
そ
の
者
は
、
定
め
ら
れ
た
刑
罰
の
他
に
、
職
務
か
ら
追
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
二
三
条
　
無
知
ま
た
は
狂
信
か
ら
宗
派
の
創
立
者
に
成
り
上
が
り
、
そ
の
教
義
で
神
格
に
対
す
る
畏
敬
、
法
律
に
対
す
る
従
順
ま
た
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は
国
に
対
す
る
忠
実
を
公
然
と
攻
撃
し
ま
た
は
民
衆
を
悪
徳
へ
と
導
く
者
は
、
公
的
施
設
に
収
容
き
れ
、
同
時
に
授
業
お
よ
び
教
化
、

に
よ
っ
て
は
、
身
体
的
治
療
手
段
に
よ
り
改
善
さ
れ
、
そ
の
改
善
が
確
信
さ
れ
得
る
ま
で
再
び
釈
放
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

事
情

　
第
二
二
四
条
　
詐
欺
的
方
法
で
宗
派
創
立
者
お
よ
び
そ
の
欲
情
の
充
足
に
成
り
上
が
る
者
は
、
詐
欺
者
と
し
て
さ
ら
し
台
の
繋
留
さ
れ
、

一
年
以
上
三
年
以
下
の
要
塞
刑
ま
た
は
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
、
釈
放
の
後
、
宗
派
を
広
め
た
地
域
ま
た
は
地
方
か
ら
追
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
第
二
二
五
条
　
そ
の
よ
う
な
詐
欺
者
は
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

時
に
安
全
な
保
護
に
お
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

以
前
の
犯
罪
に
逆
蔑
り
す
る
と
き
は
、
終
身
要
塞
に
収
容
さ
れ
、
同

　
第
二
二
六
条
　
宗
教
の
口
実
の
下
で
行
わ
れ
た
犯
罪
の
場
合
に
は
、
そ
の
も
の
に
対
し
て
法
律
で
定
め
ら
れ
た
刑
罰
は
、

時
に
行
わ
れ
た
宗
教
の
濫
用
の
ゆ
え
に
、
比
例
し
て
加
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

宗
派
相
互
間
の
係
争

一
般
的
に
、
同

　
第
二
二
七
条
　
説
法
そ
の
他
公
的
演
説
で
、
国
内
で
受
容
さ
れ
た
宗
派
の
下
で
憎
し
み
お
よ
び
憤
慧
を
引
き
起
さ
ん
と
す
る
者
は
、
職
務

を
追
放
さ
れ
、
惹
起
さ
れ
た
損
害
に
比
例
し
て
、
四
週
以
上
六
月
以
下
の
禁
鋼
刑
ま
た
は
要
塞
刑
に
処
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
二
八
条
　
悪
意
に
理
解
さ
れ
た
信
仰
心
か
ら
異
な
っ
た
宗
教
の
夫
婦
ま
た
は
老
少
間
で
不
信
お
よ
び
不
一
致
を
惹
起
す
る
者
は
、
実
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り
な
く
先
行
し
た
、
司
法
上
の
警
告
の
後
、
そ
の
よ
う
に
家
族
に
入
り
こ
ん
だ
場
所
か
ら
追
放
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
第
七
節
　
国
の
保
留
さ
れ
た
権
利
の
僑
称
お
よ
び
侵
害
に
つ
い
て

　
原
　
　
則

　
第
…
一
二
九
条
　
国
だ
け
に
留
保
さ
れ
た
大
権
ま
た
は
国
に
帰
属
す
る
有
用
な
権
利
を
不
当
に
用
い
る
者
に
は
、
国
庫
は
、
責
任
を
問
う
べ

き
で
あ
る
。

　
第
一
一
三
〇
条
　
そ
の
よ
う
な
潜
称
の
根
底
に
単
に
錯
誤
お
よ
び
誤
解
が
存
在
す
る
と
き
は
、
僑
称
者
は
、
損
害
賠
償
お
よ
び
倦
称
の
過
程

で
な
さ
れ
た
施
設
の
除
去
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
。

　
第
二
三
｝
条
　
そ
の
よ
う
な
侵
害
の
更
な
る
継
続
は
、
そ
の
者
に
強
い
財
政
的
罰
金
刑
ま
た
は
比
例
し
た
禁
鋼
刑
で
禁
止
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
第
二
三
二
条
　
禁
止
に
違
反
し
て
行
う
者
は
、
再
犯
の
場
合
に
常
に
倍
化
さ
れ
る
威
嚇
的
刑
罰
を
科
せ
ら
れ
る
。

　
国
の
権
利
の
儲
称
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第
二
三
三
条
　
大
権
の
潜
称
が
同
時
に
国
の
体
制
自
体
お
よ
び
安
全
に
対
す
る
違
反
を
含
む
と
き
は
、
第
九
二
条
以
下
な
ら
び
に
第
｝
二

五
条
以
下
に
規
定
さ
れ
た
刑
罰
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。

　
第
二
三
四
条
　
よ
り
良
き
知
識
に
反
し
て
い
る
け
れ
ど
も
企
図
さ
れ
た
大
権
の
借
称
の
根
底
に
国
の
平
穏
お
よ
び
安
全
を
直
接
的
に
不
利

に
す
る
意
図
が
存
在
し
な
い
と
き
に
は
、
単
に
財
政
的
な
罰
金
刑
ま
た
は
短
期
禁
鋼
刑
の
み
が
存
在
す
る
。

　
第
二
三
五
条
　
こ
の
刑
罰
は
、
倦
称
さ
れ
た
権
利
の
重
要
性
お
よ
び
そ
の
際
に
根
底
に
あ
る
許
さ
れ
な
い
意
図
に
比
例
し
て
、
三
百
タ
！

ラ
ー
以
上
三
千
タ
ー
ラ
ー
以
下
と
定
め
ら
れ
、
ま
た
は
一
年
以
上
三
年
以
下
の
要
塞
拘
禁
と
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
三
六
条
　
国
の
有
用
な
権
利
を
意
識
的
に
不
当
に
倦
称
す
る
者
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
損
害
を
倍
化
し
て
賠
償
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
三
七
条
　
横
領
さ
れ
た
権
利
の
重
要
性
お
よ
び
そ
の
際
に
い
だ
か
れ
た
許
さ
れ
な
い
意
図
に
比
例
し
て
、
五
〇
タ
ー
ラ
以
上
千
タ
ー

ラ
ー
以
下
の
財
政
的
な
罰
金
刑
ま
た
は
比
例
し
た
身
体
刑
が
科
せ
ら
れ
る
。

　
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
権
利
の
濫
用

　
第
二
三
八
条
　
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
権
利
の
行
使
に
お
い
て
、
指
定
さ
れ
た
限
界
を
故
意
に
超
え
る
者
に
は
、
そ
の
権
利
自
体
を
不
当
に

潜
称
す
る
者
に
科
せ
ら
れ
る
刑
罰
の
二
分
の
｛
が
行
わ
れ
る
。
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第
二
三
九
条
　
こ
の
行
使
に
お
い
て
、
国
の
警
察
法
令
に
違
反
し
て
行
為
す
る
者
は
、
特
別
な
警
察
規
則
に
規
定
さ
れ
た
刑
罰
で
処
罰
さ

れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
二
四
〇
条
　
違
反
の
刑
罰
が
警
察
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
裁
判
官
は
、
違
反
の
危
険
性
お
よ
び
侵
害
に
比
例
し
て
、
五

〇
タ
ー
ラ
ー
を
超
え
な
い
財
政
的
な
罰
金
刑
ま
た
は
比
例
し
た
拘
禁
刑
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
四
一
条
　
国
か
ら
与
え
ら
れ
た
権
利
を
国
そ
の
も
の
の
不
利
に
ま
た
は
住
民
お
よ
び
保
護
親
族
の
圧
力
に
故
意
に
濫
用
す
る
者
に
対

し
て
は
、
科
せ
ら
れ
た
警
察
罰
の
他
に
、
そ
の
人
格
の
た
め
に
こ
の
権
利
の
喪
失
が
宣
言
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
の
権
利
の
妨
害

　
第
二
四
二
条
　
債
務
で
あ
る
租
税
お
よ
び
納
付
金
を
詐
欺
的
方
法
で
国
に
支
払
わ
な
い
者
は
、
特
別
法
が
他
の
刑
罰
を
定
め
て
い
な
い
と

き
は
、
支
払
う
べ
き
額
の
四
倍
を
支
払
う
義
務
を
有
す
る
。

　
第
二
四
三
条
　
他
の
者
に
、
納
付
金
の
拒
絶
ま
た
は
横
領
の
た
め
に
助
言
お
よ
び
所
為
で
援
助
し
ま
た
は
企
図
す
る
着
脹
を
助
長
す
る
者

は
、
主
犯
と
同
様
の
刑
罰
を
耐
え
る
べ
き
で
あ
る
。

課
税
権
の
侵
害
及
び
妨
害

一一 R3一



　
第
二
四
四
条
　
自
治
体
ま
た
は
貧
困
者
の
た
め
の
私
的
献
金
を
集
め
る
と
の
ロ
実
の
下
で
住
居
に
侵
入
す
る
者
は
、

五
〇
タ
ー
ラ
i
以
下
の
罰
金
刑
ま
た
は
比
例
し
た
身
体
刑
で
罰
せ
ら
れ
る
。

　
第
二
四
五
条
　
禁
止
さ
れ
た
私
的
献
金
の
獲
得
に
際
し
て
私
利
ま
た
は
詐
欺
が
根
底
に
あ
る
と
き
は
、

た
刑
期
の
二
分
の
一
の
延
長
お
よ
び
獲
得
の
四
倍
額
の
支
払
に
よ
っ
て
加
重
さ
れ
る
。

一
〇
タ
ー
ラ
i
以
上

刑
罰
は
、
そ
れ
自
体
に
科
せ
ら
れ

　
第
二
四
六
条
　
特
権
を
賦
与
さ
れ
た
団
体
は
、
そ
の
体
制
の
性
格
お
よ
び
国
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
最
終
目
的
の
達
成
が
必
要
と
す
る
範

囲
内
に
お
い
て
、
寄
附
金
の
募
集
お
よ
び
獲
得
を
許
さ
れ
て
い
る
。

第
二
四
七
条
都
市
ま
た
は
ラ
ン
ト
の
公
共
団
体
が
そ
の
長
の
承
認
な
し
に
献
金
を
集
め
る
と
き
は
、

の
禁
鋼
刑
ま
た
は
懲
役
刑
で
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

首
謀
者
は
、
六
週
以
上
六
月
以
下

　
第
二
四
八
条
　
国
の
特
別
な
許
可
な
し
に
公
的
な
富
く
じ
を
試
み
る
者
は
、
五
〇
タ
ー
ラ
ー
以
上
一
〇
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
以
下
で
財
政
的
に

罰
せ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
蒙
っ
た
地
元
の
貧
困
者
救
済
基
金
の
二
倍
額
を
弁
済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
四
九
条
　
外
国
で
、
国
に
よ
っ
て
特
に
承
認
さ
れ
て
い
な
い
富
く
じ
を
行
う
者
は
、

を
刑
罰
と
し
て
国
庫
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

保
証
金
の
額
お
よ
び
さ
ら
に
一
〇
〇
タ
ー
ラ
ー
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第
二
五
〇
条
　
国
の
明
示
の
承
認
な
し
に
、
公
的
な
養
老
基
金
、
寡
婦
基
金
ま
た
は
死
亡
基
金
を
創
設
す
る
者
は
、
利
害
関
係
人
に
保
証

金
を
返
納
し
、
給
料
、
手
数
料
そ
の
他
に
振
り
出
さ
れ
た
利
益
の
二
倍
額
を
地
元
の
貧
困
者
救
済
基
金
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
五
一
条
　
同
様
な
施
設
が
故
意
に
単
純
な
人
達
の
不
利
益
ま
た
は
誘
惑
の
た
め
に
作
ら
れ
た
と
き
は
、
創
立
者
は
、
前
述
の
刑
罰
の

他
に
、
詐
欺
者
と
し
て
公
的
に
非
難
さ
れ
、
六
月
以
上
二
年
以
下
の
期
問
、
要
塞
ま
た
に
懲
役
場
に
収
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
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